
電 子 交 換 機 特集

電子交換機特集号発行にあたって･…‥……………‥‥‥‥‥…･…･……‥･55

全書積プログラム電子交換機についての一見解‥…‥‥=‥･‥……･･……57

電子交換機用通話路系装置……‥･…‥……‥‥…･……･…‥‥=…‥‥……60

電子交換機用固定記憶装置‥‥‥‥‥=‥=‥…‥‥‥…‥……‥‥‥‥‥‥･‥･…64

電子交換機用磁気ドラム装置………‥‥‥‥‥‥‥……‥･･……‥‥=…‥‥‥69

電子交換機用電子回路…‥=･…‥=……‥…=‥…‥……･……･…･………･73

電子交換機用プリント配線板…‥‥‥……‥‥……‥……………‥‥‥‥…･77

電子交換機用小形継電器…‥･…‥…‥‥……=……･‥‥‥‥‥‥‥……‥…‥82

電子交換機装置試験用プログラム処理装置

-DEX-21/0系プログラム試験装置-……‥‥…‥‥…･‥…･………86



電子交換機特集号発行にあたって

システムズ･エンジニアリングによってビッグ･サイエ

ンスをシステム合成し分析する,などとシステム開発が近

ごろの話題になっている｡しかし電気通信の分野では青か

らシステム概念が確立しており,少しも新しいことではな

い｡そのすぐれたシステムエ学の基礎があればこそ年ごと

に革新的なシステムが生まれ出るのである｡このたび日本

電信電話公社電気通イ言研究所のご計画によって電子交換シ

ステムが実用化されようとしているのもその一つである｡

電子交換機の研究,開発は約5年前から鱒まり,電気通

イ言研究所内の試作機による第一段P削ま既に終了し,第二段

階として現場試験の時期を迎えることになった｡

システムを構成するサブシステムのハードウェア,なら

びにシステム･ソフトウエア両面からの検討と並行して,

材料,部品,モジュールに関する広範な研究,開発力､ら出

発したのであるカ､ら,この間に関与した技術者の数は電気

通信研究所および製造合社4社を合計すれば膨大な数に及

び,費用も100億円の単位になると思われる｡アメリカの

ATTで開発した電子交襖機に要した費用は約500億円で

あるが,開発の内容はほぼ同等であり,その規模はわが国

における超大形プロジェクトの一つである｡これだけの巨

大システムが短時日のうちに合成されたのは日本電信電話

公社の伝統あるシステム孜術に基づくものであることは申

すまでもない｡

開発された電子交換機は従来の交襖機にはなカ､ったスト

アド･プログラム方式を用いるので,コンピュータの孜術

を大いに活用して制御系を構成している｡電話交換機に特

有の通話路系には種々の特長を加えた空間分割形を採用し,

既設の通信網との並存性に加えて経済性,適応性,保守性

をしゅうぶんに考慮し,昼夜連続で数十年間使用しても加
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人者に迷惑がかかるような障害は最低に押えるように設計

されている｡このような高い信頼性を有することは汎用の

コンピュータとフ限本的に異なる点である｡

またこのシステムを構成する要素として半導体技術が太

さな役割を果たしている｡集積回路など半導体の高速性と

多様性によって電子交襖機の機能が著しく拡張されること

となった｡したがって単に電話交二換機としての新しいサー

ビスが可能になっただけでなく,惜敗化時代に対処し得る

すべてのサービスを考慮して,ソフトウエア面で広く弾力

性を持たせてある｡一般のコンピュータと連動してのデー

タ通信や画像通イ言などに関連して無限の発展性を秘めてい

るということができる｡

今後も半導体妓術はノ塁漣に進歩するであろう｡コンピュ

ータ孜術の発展と相まって論三哩演算機能は史に高まってゆ

く｡また記憶装置は基本的に新しく開発される可能性があ

る｡これらの新肢術によって電子交換システムはエンハー

ンスされて,情扱化時代にふさわしい総合通信網の構成に

いっそう通した形になってゆくであろうことは疑いない｡

一方この大規模な開発により生み出された種々の孜術や機

器が他の分野に応用されてゆくことも間違いないし,一般

孜術レ〈ミルの向上のために望ましいことである｡

しかしながらこの種類の汎用的システムの厳審な評価は,

今日の国際化時代においては,海タトのマーケットでタト国の

システムと比較されることによってはじめて可能になるは

ずである｡したがってできるだけ早くこのような機会の訪

れることを噸うものであって,現在におけるわが国の電子

通信の分野に関係する人々がもつ知能のすべてを結集した

電子交換システムが,国際競争の場でもすぐれた地位を占

めるであろうことを確信している｡
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これからはすみやかに実用化の段P皆にはいることによっ

て,運用上,保守上,また建設上の改良を加え,横能的に

煮つめて,安定生産に適する形にして,製造会社としての

生産態勢を整えたい｡それとともにあわせて研究開発を継

続することにより束たるべさ革新の時代に対処したいと念

願している｡

ここに電子交換機特集号を発行するに際し,所感を申述

べた次第であるが,本号の編集にあたり紙面の都合によっ

てソフトウェア関係の論文を掲載できなカ､ったことをおわ

び申し上げる｡いずれ別号に順次発表させていただくこと

とし,本号には共同研究で日立製作所が担当したハードウ

牛込局におけるDEX-2設置状況

ェアの主要なものについての論文だけをまとめた｡このた

め内容がいくぶんアンバランスとなったが,システムの概

要は最初の論文｢全音積プログラム電子交襖機についての

一見解+によって把握(はあく)していただけることと思う｡

ご多忙のなかで貴重なる巻頭言をご執筆いただいた日本

電信電話公社･電気通信研究所官崎所長,長年にわたって

ご梢導をいただいた日本電信電話公社,特に電気通信研究

所のカ､たがた,ご協カを願った日本電気株式会社,沖電気

工業株式一合社および富士通株式会社のご関條のかたがたに

厚く御礼を申し上げる｡

(株式会社日立製作所 専務取締役 工学博士)
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DEX-2電子交換機方式図
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